
■令和４年度（2022 年度） 

第６９回滋賀県教育美術展の審査評 

 

第６９回滋賀県美術展の審査会が、令和４年１２月

２６日（月）滋賀大学教育学部附属小学校において行

われました。 

 今回の教育美術展には、どのような傾向の作品が集

まったのでしょう。審査会に参加された先生方に展覧

会の見どころや、作品の見方についてうかがいました。

（順不同・敬称略） 

 

■４歳児                                

【審査：村上、堀口】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・生活や遊びから楽しかったことを題材にした作品が多くみら

れた。また、幼児が捉えた感性で、描きたいと思うことをパス

や絵の具でのびのびと線で表現することを大切にされていた。

幼児が描きたいと思うことが大きく表現されたり印象に残った

ことを画用紙の真ん中に描いたりする作品であった。 

２）気になったこと 

・幼児の描いた表現に彩色やスタンピングがされていたり、

教師の指導の工程が優先されていたりし、幼児の描きたい

思いが半減されているのではないかと感じる作品が目立っ

た。 

・４歳児の発達を理解し、絵の具での彩色や多くの工程を

踏まえた表現活動が幼児にとって必要であるかを考えてい

きたい。 

３）これから期待すること 

・幼児が意欲的に取り組んだり表現活動が楽しいと感じたり

していけるように、絵の具の濃さや色、画用紙との兼ね合い

など教師が準備をする時に丁寧に教材研究を行っていき

たい。また、多くの幼児の作品を見る機会をもち技法や題

材を学ぶだけでなく４歳児の表現について学んでいくことが

必要と思われる。 

■５歳児                            

【審査：浅野、中川、大矢】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・えのぐの色や濃さなどが丁寧に準備されており、子どもた

ちの色彩豊かな表現につながっていると感じる作品が多く

見られた。また、線描にその子らしい思いやイメージがてい

ねいに、伸びやかに表現されている作品も多く見られた。 

・これまでに審査で課題となっていた工程が多い（数日か

けて仕上がる）ように見受けられた作品が少なくなった印象

を受けた。子どもの素直な感性で表現されている作品が

多く見られるようになっている。 

２）気になったこと 

・パス、コンテ、サインペン（水性・油性）えのぐなどの画材

の選択が、題材、発たち段階、組み合わせ（適性）があっ

ていないため，子どもの表現に生かし切れていない作品が

少なからずあった。画材の特性を知り生かすことができるよ

う教材研究を進めてもらいたい。また、背景に色を塗る、ス

タンプをする、など余計な行程を入れてしまい、子どもの

表現のよさやらしさを邪魔しているように見受けられる作品

があった。言葉かけや指導が子どもの思いを引き出すもの

になっているか子どもたちと共に考えてもらいたい。 

３）これから期待すること 

・幼児の絵画表現は、指導者の力量や感性にゆだねられ

る部分が大きくある。題材、画用紙、画材の選択や組み合

わせなど工夫につながるように指導者自身が色彩感覚を

高めたり、様々な画材の特性を知ったりなどの教材研究を

工夫してもらいたい。特に画用紙の色については題材や画

材の色とミスマッチしている作品も散見されたので活動前

に塾講いただきたい。「バルーン」「いもほり」「○○ひきの

ねこ（ねずみ）」「消防車」などの題材が、他に比して非常に

多い。指導者も新しい題材やアイデアにトライし、子どもた

ちの表現を楽しんでもらいたい。 

■小学校１年生                        

【審査：小野】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・子どもが表現したいことを好きな色で、何を描きたかった

のかが伝わる絵を選んでいきました。 

・虫や生き物をテーマにした絵では、子どもがどれだけそ

の生き物と関わったのかを大切にしました。その虫とどれだ

け遊んだのか、観察したのかなど、関わる中で子どもが感

じた思いを絵にできているかに着目しました。写実的にか

まきりの形を捉えられずとも、その時の印象に残った部分が

大きな顔や腹などに表れています。 

・機関車や重機をテーマにした絵では、その重さや硬さと

いった子どもが感じたであろう感触や気持ちが伝わるもの

を選びました。クレヨン・クレパスで塗り込んだ機関車の黒

色や長く伸びるクレーンの青色。こうした絵は、子どもがど

れだけ思いをため込むかにかかります。技法にとらわれず、

子どもが思いを素直に出すことができた絵が多くよかった

です。 



２）気になったこと 

・子どもが、その絵にどれだけ思いを寄せていたかが重要

だと思います。そのためには、発達段階に応じた道具や材

料の選出が大切になります。特に、絵の具を使った絵が多

くありました。絵の具の指導は第 3 学年からになります。水

加減や筆使いといった技能が必要になると、子どもは絵の

具や筆を上手に使うことに集中してしまいます。 

・技法についても同じことがいえます。たくさんの表現方法

を用いたり、難しい技法を取り入れたりすると、子どもの思

いが置き去りにされてしまいます。 

また、空と地面の間の空間を表現することも同じです。子ど

もが必要と感じているのか、子どもがかきたいと思っている

のかが重要です。必要ないと感じていれば、そこに無理な

表現は要らないと思います。 

３）これから期待すること 

・今回の審査に選出されなかったから、その題材にはもう取

り組まない。ではなく、来年度に向けて、どう改善していくの

か試行錯誤することに意義があると思います。 

■小学校２年生                        

【審査：上原、中川、的場、奥野、上野、福山、野中、松本】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・クレパスや色鉛筆を主に使った、色の美しい作品が多か

った。 

・周囲の表現が細かい絵が増えていて、中心がはっきりとし

た大胆な作品が少なくなっていているように感じた。 

・ボンドや紙などの素材を工夫して、子どもの実態に合わ

せた新しい取り組みも見られ、楽しい作品づくりが伺えたと

同時に指導者の意識の高さが見られた。 

・下書きなどをせず、思い切った線で表現している作品が

子どもらしさを感じさせ、よかった。 

２）気になったこと 

・お話の絵では、挿絵を参考にしたのか構図が全く同じ作

品が多くあるなど、教師の指導で型にはめた指導が一部

見られたことが残念だった。 

・色画用紙と描画材との組み合わせによっては、子どもた

ちの表現の妨げになる場合もあるので、何を使うかを十分

に検討したい。 

３）これから期待すること 

・お話から想像した絵が多く、生活画は少なかったため、体

験をもとに描く活動も大切にしてほしい。 

４）その他 

・「たまごがわれたら」を題材にした作品は毎年多く見られる

が、規定の大きさより大きくはみ出している作品も多く、破

損しやすい状態のため残念だった。 

■小学校３年生                        

【審査：赤沢、森本、足立、坂尻、小栗、白井、大伴、清水】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・線の強弱や濃淡等があったり、画面に粗密があったりして、

魅力的な表現ができていた。 

・描きたいものを中心に、まわりに子どもたちの世界が表さ

れている作品が多くて良かった。中心には、子どもたちが

興味や関心をもつものが設定されていたので、描きたいも

のが画面の中に詰め込まれていて、発想を拡げることがで

きていた。 

・３年生から絵の具を使い始めるにあたり、水の量や筆の使

い方から、色の混ぜ方なども丁寧に指導している作品が見

られた。 

２）気になったこと 

・他の紙に描いた部品を貼り付けている作品は減っていた

が、未だに散見されて残念だった。描画の線が、ハサミな

どで切った線に負けてしまい、表現のよさが失われていた。 

・一つの作品にいくつもの技法があり、何を表現したいのか

が分からなくなる作品もあった。授業で指導する技法をし

ぼり、子どもたちが工夫して表現できるようにしたい。また、

技法の練習だけに終わり、作品として見られないものもあっ

た。 

３）これからに期待すること 

・発達段階に合わせた題材設定を考え、子どもたちの表現

活動に無理がないように、高学年の題材や技法を取り入れ

たり、低学年と同じような指導に留めたりしないようにしたい。 

・これまで通り、水彩絵の具の指導に取り組むことは必要で

あるが、支持体となる紙についても充分に検討して、子ども

たちが表し立ちことを無理なく表せるようにしたい。 

■小学校４年生                       

【審査：上田、本田、清水、音羽、辻、吉岡、菅野】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・細部までこだわりを持ちながら夢中になって製作にひたっ

ていると感じられる作品が多く見られた。 

・よく観察して描き込んでいる作品が多く、気持ちの伝わる

表情や躍動感が感じられた。 

・ものの重なりや空間を意識した作品が見られ、高学年に

つながる表現が見られた。 

２）気になったこと 

・指導者の声ばかりが聞こえてくるような画一的な表現が見



受けられた。本当にその子があらわしたいことや子どもの声

が聞こえる作品づくりを目指してほしい。 

・色の塗り方でその子の思いが埋もれてしまっている作品

が見られた。水彩絵の具については、混色の仕方や濃淡

のつけ方など、しっかり押さえるべき指導を入れて、子ども

の表したいことがより引き立つ指導をしてあげてほしい。 

３）これから期待すること 

・描写力が増し、客観的な表現もできるようになる中学年だ

が、個人差も大きく、どの子も表現への意欲を失うことなく

最後までやりきれるような幅をもたせた題材設定をしてほし

い。表したいことを見つけ、より楽しものやより美しいものにし

ようと工夫する中で、自分らしさを発揮できるような図工の

時間になることを期待する。 

４）その他 

・お話の絵は画一的な場面になりやすいが、お話から発想

をとばすことで、子どもたちの表現に拡がりが出るのではな

いだろうか。 

■小学校５年生                       

【審査：塚本、廣瀬、福壽、佐藤、山崎】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・たくさん提出してくださっていてありがたい。 

・形の重なりや奥行きの感じられる作品があった。 

・いろいろな技法や画材、道具を使われていた。 

・新しい表現に挑戦されていた。 

２）気になったこと 

・名前をモチーフにしたもの、フローティング、銀河鉄道が

多く、生活画が少ない。 

・他の紙に描いて貼る意味を考えたり、紙の種類を選んだ

りしたい。 

３）これからに期待すること 

・建物など中心はしっかり描けているが、左右が途切れてし

まっているものが多かった。端までしっかり描けるようにした

い。また、描き込めばよいということではなく、余白も大切に

する。線を描かずに色で遠近を出す。 

４）その他 

・応募規定にあるように紙からはみ出さずにしたい。 

■小学校６年生                       

【審査：人見、西村】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・小学校の最高学年として、今まで慣れ親しんだ技法、材

料を使った作品が多く見られ、入選作品を選出する際は、

できるだけ様々な傾向の作品を選出した。具体的には、ペ

ンによる線描、思い出の場所や地域の歴史的建造物等を

描いた風景画、物語をテーマにした絵、国語などの他教

科で学習したことを活かした水墨画、自分の名前を変形さ

せ町や建物に見立てた絵などが多く見られた。子どもたち

一人ひとりの思いを、自分の持っている技術で表現しようと

努力している姿が作品から伺えた。 

２）気になったこと 

・写真から周りの風景を想像し描いていく作品や、自分の

名前を建物や町に見立てる作品など、どのように想像を広

げて良いか子どもたちが悩んでいる様子も伺えた。発想を

重視する題材は、子どもたちの発想を広げ、柔軟にする手

立ても必要であったと考える。 

３）これから期待すること 

・従来から取り組んでいる題材についても、製作方法に少

し工夫を加えると、子どもたちも新鮮な思いで取り組める場

合がある。指導に当たっては、児童一人ひとりがこだわりた

いことを支援する姿勢で臨みたい。 

・６年生になり、図工の授業時数が少なくなる中で、今まで

学習したことを活かして表現できるような、多様な題材を年

間の指導計画に取り入れる努力をしていきたい。 

４）その他 

・５年生で取り組んでいる題材と同じ実践も見られる。これ

までの題材を踏まえ、６年生でどのような点に重点を置いて

指導するのか、明らかにしておきたい。 

■中学校１年生                       

【審査：大和、南部、平井、佐藤】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・デザインの作品が多く見られ、特に絵文字を題材にした

作品が多かった 

・また、1 年生で描画の基礎を培うために素描の要素を入

れた題材も多く見られた 

・中学校の授業時数が少ない中、唯一多めの授業数であ

る 1 年生の作品には、時間をたっぷりかけたような成果が

見られる 

・平面作品の着色について、デザイン用絵の具を美しく色

分けするように使ったり、水彩絵の具の濃淡や混色を上手

く生かたり、美しく仕上げた作品も多かった。 

・小学校で絵の具による作品作りの経験から、中学生らし

い技術につながった作品は見応えがある。 

２）気になったこと 

・中学生 1 年から、個人のイメージや『空想の○○』『想像

の○○』という題材の多さが気になった。中学校では、完成



作品への期待や写実的表現によりあこがれる時期である。

1 年生の段階では、見る目と描画力を培う取り組みをさせ、

自己表現や創造的創作活動を行う素地を育てたいもので

ある。 

・作品の中には、デザイン用絵の具の正しい扱い方が指導

されていないことを心配する作品も多かった。小学校で使

った不透明水彩絵の具との違いや、できること、完成のイメ

ージなど、経験の少ない中学校一年生への指導には丁寧

な配慮と計画的指導が大切だと感じる。 

３）これから期待すること 

・中学校美術科での取り組みは、中学校入学から新たに始

まるものではなく、小学校図工からバトンタッチされるべき

である。よって、各中学校 1 年生がどのような経験を小学

校の図工で経験したきたのかは、中学校の 1 年で美術学

習を計画する上で、取り組むべき内容を左右する大切な

情報である。教育美術展の審査会や各市町の美術展、研

究交流などを活用し、より必要で効果的な題材を設定して

いただきたい。 

■中学校２年生                        

【審査：大西、佐向、齋藤、岩越】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・色々な題材に取り組まれていました。時間数が限られた

なかで、工夫されていることが伝わりました。「絵文字」を題

材にしたものや、「色の性質を学ぶ」ような題材もありました。

1 年生で学ぶものと２，３年で学ぶものが、どのように位置づ

けられているか、年間指導計画を見直すことが重要だと感

じました。 

２）気になったこと 

・「私の気持ち」や、「心の中」を表現しようとする題材があり

ました。心の中をどのように表現していくのか、その手立て

がはっきりしているものと、生徒の「自由」に任せすぎている

のではないかと思われるものがありました。何をこの題材で

学び、ゴールとするのかが生徒に伝わっているでしょうか。

評価方法や評価の場面を含め、再考が必要だと感じまし

た。 

３）これから期待すること 

・ICT を活用している題材もありました。絵の具や筆と同じ

ツールとして使うこともできますが、アイデアを膨らませてい

く段階での活用は、色々な題材で取り組むことができるの

ではないでしょうか。ICT を活用することで、何度も繰り返し

たり、やり直したりすることができます。試行錯誤の段階に

活用できると、もっと作品のよさが引き出されるのではない

でしょうか。 

４）その他 

・規定外作品が、少数ながら見られました。作品応募にあ

たって、もう一度要項をよく確認していただきたいと感じまし

た。 

■中学校３年生                       

【審査：馬淵、林、小西、松田、森野】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・少ない時間でしっかりと作っている。細かいところにこだわ

りの見せた描き込みがあり、よいと感じた。中学３年生らしい

深まりのある作品が多く見られた。積極的な題材開発や指

導の工夫により、生徒は新しい表現方法を模索したり試行

錯誤したりしながら自分のイメージを広げていることがうか

がえた。 

２）気になったこと 

・一部の作品で、作品として成り立っているのか、疑問に思

う作品が見られた。（等角投影図など。）技法を教えるだけ

で終わるのではなく、作品として見応えあるものにしてほし

い。生徒自身が自由にイメージをふくらませ、また主題を生

み出せるような題材設定の工夫が望まれる。 

・（２年生の審査でもあったが、）「感情」をテーマにするの

は良いが、生徒に任せすぎない、学びのある授業をしてい

ってほしい。 

３）これから期待すること 

・３年生は中学生活最後の学年に当たる。中学校として、

また中学生としてお手本になるような制作・授業を心がけ

ていってほしい。また、単なる技法指導に偏らない、生徒が

主題を生み出したり、工夫を凝らしたりできる題材設定をさ

らにすすめていってもらいたい。 

■特別支援                          

【審査：大和、松山】 

１）作品を見て、今年の傾向、よかったこと 

・題材について、特別支援学級での題材設定でなく交流

学級と同じ内容に取り組んだと思われる作品が多かった。 

・作品は、どの学年も伸び伸びと作業に取り組んだと思わ

れる作品やこだわりを持って大変丁寧に完成させたものが

多かった。 

３）これから期待すること 

・特別支援学級在住児童生徒には、様々な個性や必要と

される支援がある。特性に応じた題材の設定も必要である

はずなので、個性を伸ばす図工美術の取り組みを期待し

たい。 


